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慶
けい

野
の

　常
つね

夫
お

①
佐
野
市
下
羽
田
町
１
０
２
５
番
地

②
23
―
８
６
６
２

③
佐
野
市
は
、
子
育
て
・
教
育
・

福
祉
・
産
業
振
興
な
ど
の
課
題
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
佐

野
市
の
発
展
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
街
づ
く
り
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
ふ
れ
あ
い
、
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
声
・

思
い
を
形
に
し
て
い
く
為
に
、
全

力
で
頑
張
り
ま
す
。

川
かわしま

嶋　嘉
か

一
いち

①
佐
野
市
関
川
町
９
０
６
番
地
２
９

②
24
―
６
５
７
８

③「
身
近
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま

す
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、

佐
野
市
の
活
性
化
、
教
育
の
質
の

向
上
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
高

齢
者
対
策
の
４
つ
を
公
約
に
掲
げ
、

愛
す
る
佐
野
市
の
発
展
や
佐
野
市

民
の
た
め
、
現
場
力
を
発
揮
し
、

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
標

と
し
て
、
全
身
全
霊
で
頑
張
り
ま

す
。

木
き

村
むら

　久
ひさ

雄
お

①
佐
野
市
閑
馬
町
１
０
０
１
番
地

②
65
―
１
７
２
９

③
少
子
高
齢
化
で
、佐
野
市
で
も

教
育
、子
育
て
、老
人
福
祉
等
は
、

変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
私
は
、今
後
も
皆
様
の

お
一
人
、お
一
人
の「
声
」
を
市
政

に
届
け
る
た
め
、市
民
生
活
の
向

上
の
た
め
に
、「
現
場
第
一
主
義
」

で
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

菅
すが

原
わら

　　達
とおる

①
佐
野
市
堀
米
町
１
１
０
番
地
５

②
21
―
５
６
０
３

③
本
市
に
お
い
て
も
、
少
子
化
・

人
口
減
少
対
策
、
高
齢
化
対
策
は

喫
緊
の
課
題
で
す
。
全
て
の
世
代

が
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
た

め
の「
支
え
合
い
の
街
づ
く
り
」を

目
指
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

若
者
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、
高

齢
者
の
支
援
の
充
実
、
地
域
防
災

力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

議　長
井川　克彦

副議長
本郷　淳一

　
こ
の
た
び
、
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
た
ち
が
佐

野
市
議
会
の
議
長
及
び
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
議
員
発
議
に
よ
り
議
員
定
数
を
２
名
削
減
し
、

24
名
の
議
員
で
新
た
な
佐
野
市
議
会
が
船
出
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会
、
地
方
創
生
の
到
来

な
ど
、
佐
野
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
中
で
、
第
２
次
佐
野
市
総
合
計
画
の
策
定
が
進
め

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

議
会
と
し
て
の
意
見
や
提
言
を
し
っ
か
り
行
い
、
執
行

機
関
と
の
相
乗
効
果
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。ま
た
、
議
会
の
活
性
化
や
議
会
活
動
の
報
告
な

ど
を
更
に
推
進
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
公
平
、
高
潔
さ
を
も
っ

て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
市
政
発
展
の
た
め
に
精
一
杯
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

（
議
席
番
号
順
）

平
成
29
年
4
月
9
日
に
行
わ
れ
た
一
般
選
挙
で

選
出
さ
れ
た
24
名
の
議
員
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
住
所

②
自
宅
電
話
番
号

③
市
政
に
対
す
る
抱
負
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横
よこ

井
い

　帝
ただ

之
ゆき

①
佐
野
市
浅
沼
町
８
３
１
番
地
１

②
21
―
２
８
４
２

③
佐
野
市
の
未
来
の
為
、
い
き
い

き
と
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る

事
が
で
き
、
し
っ
か
り
と
稼
ぎ
、

子
育
て
に
お
金
を
か
け
る
事
が
で

き
る
。
そ
し
て
、
医
療
・
介
護
環

境
を
充
実
さ
せ
て
健
康
寿
命
を
の

ば
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
。
そ

ん
な
佐
野
市
の
未
来
の
為
市
民
生

活
に
寄
り
添
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

小
お

倉
ぐら

　健
けん

一
いち

①
佐
野
市
出
流
原
町
２
１
２
０
番
地

②
25 

―
０
４
１
０

③
佐
野
市
が
元
気
な
ま
ち
、
よ
り

住
み
良
い
ま
ち
と
な
る
た
め
に
、

子
供
た
ち
が
希
望
を
も
っ
て
将
来

の
目
標
を
描
け
る
地
域
社
会
を
構

築
す
る
こ
と
、
ま
た
、
団
塊
世
代

層
の
高
齢
化
、
障
が
い
を
持
た
れ

て
い
る
方
の
増
加
に
伴
い
予
見
さ

れ
る
問
題
に
対
し
真
摯
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

亀
かめ

山
やま

　春
はる

夫
お

①
佐
野
市
船
越
町
１
７
１
８
番
地
１

②
62 

―
３
２
６
２

③
私
は
、
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
“さ

の
”
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。
誠

実
・
決
断
力
・
実
行
力
を
も
っ
て
、

伝
統
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
自
然
災

害
等
の
減
災
・
防
災
に
努
め
高
齢

者
や
子
育
て
世
代
の
方
々
も
安
心

し
て
生
活
が
出
来
る「
夢
の
あ
る
」

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

本
ほん

郷
ごう

　淳
じゅん

一
いち

①
佐
野
市
大
橋
町
３
１
７
３
番
地
５

②
23 

―
２
１
０
０

③
定
住
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
推
進
し
、
都

市
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
療
・
福
祉

の
充
実
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
で
、
佐
野
市
の
発
展

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

横
よこ

田
た

　　誠
まこと

①
佐
野
市
栃
本
町
２
３
３
１
番
地
３

②
62 

―
１
０
８
６

③
総
合
計
画
も
第
1
次
か
ら
第
2

次
へ
と
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
教
育
・
子
育
て
、
福

祉
、
地
域
医
療
、
経
済
等
の
分
野

で
大
小
様
々
な
変
化
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
佐
野
市

飛
躍
へ
の
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ

る
よ
う
、
一
歩
先
行
く
大
胆
な
発

想
を
生
か
し
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

早
はや

川
かわ

　貴
たか

光
みつ

①
佐
野
市
天
神
町
７
２
０
番
地

②
23 

―
３
９
１
１

③
子
育
て
や
教
育
、
雇
用
や
福
祉
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
諸
課
題

に
取
り
組
み
、
お
子
様
か
ら
シ
ル

バ
ー
世
代
ま
で「
住
み
や
す
い
・

暮
ら
し
や
す
い
」佐
野
市
の
実
現

に
努
め
、
人
口
減
少
問
題
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
幅

広
い
世
代
の
市
民
の
皆
様
の
声
を

市
政
に
活
か
せ
る
よ
う
に
活
動
し

ま
す
。

金
かね

子
こ

　保
やす

利
とし

①
佐
野
市
高
萩
町
１
２
０
６
番
地
６

②
22 

―
２
２
３
９

③
佐
野
市
が
都
市
間
競
争
に
勝
抜

き
、
選
ば
れ
る
街
に
な
る
た
め
に

㈠�

人
口
減
少
対
策
と
し
て
他
市
に

誇
れ
る
子
育
て
環
境
の
整
備

㈡�

雇
用
対
策
と
し
て
、
安
心
し
て

働
く
場
所
の
確
保

㈢�

住
ん
で
良
い
街
づ
く
り
と
し
て
、

未
整
備
地
域
の
整
備
促
進
。
こ

の
三
点
を
柱
と
し
、
佐
野
市
の

更
な
る
発
展
に
取
組
み
ま
す
。

小
こ

暮
ぐれ

　博
ひろ

志
し

①
佐
野
市
馬
門
町
１
５
９
７
番
地

②
23 

―
８
２
６
３

③
夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
活
で
き

る
、
安
全
で
住
み
よ
い
街
を
め
ざ

し
て
、
次
の
三
点
に
目
を
向
け
一

所
懸
命
努
力
し
ま
す
。　
　
　

㈠�

人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
、
そ
の

対
応
策�

㈡�

経
済
的
改
善
の
為
、
教
育
重
視

の
政
策

㈢�

高
齢
で
の
医
療
費
増
に
対
す
る

取
組
み　
　

若
わか

田
た

部
べ

治
はる

彦
ひこ

①
佐
野
市
奈
良
渕
町
６
７
０
番
地

②
21 

―
２
８
５
１

③
少
子
超
高
齢
化
・
人
口
減
少
社

会
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
参
り

ま
す
。
今
後
、
官
民
関
係
企
業
と

一
体
と
な
っ
て
新
た
な
施
策
を
展

開
し
て
い
く
事
が
重
要
で
す
。
若

者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
と
し
て
、
婚

活
支
援
や
福
祉
の
充
実
を
進
め
魅

力
あ
る
佐
野
市
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

田
た

所
どころ

　良
よし

夫
お

①
佐
野
市
赤
見
町
３
２
５
６
番
地

②
25 

―
０
２
３
３

③
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
地

方
創
生
が
急
が
れ
て
い
る
今
日
、

本
市
に
お
か
れ
ま
し
て
も
佐
野
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
さ
ら
な
る
拡
大
推
進
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
高

質
な
雇
用
拡
大
、
企
業
誘
致
、
移

住
定
住
、
子
育
て
高
齢
者
支
援
等

に
積
極
的
提
案
推
進
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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鈴
すず

木
き

　靖
やす

宏
ひろ

①
佐
野
市
越
名
町
３
１
３
番
地

②
87 

―
４
１
１
５

③「
教
育
・
子
育
て
」「
健
康
福
祉

と
高
齢
者
支
援
」「
農
業
＆
産
業
振

興
」「
安
全
安
心
と
生
活
環
境
向

上
」こ
の
４
つ
の
政
策
テ
ー
マ
実

現
の
た
め
、
皆
様
と
共
に
市
民
総

活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
題
し
、「
政

治
は
待
っ
た
な
し
。」を
合
言
葉
に

迅
速
か
つ
確
実
な
実
践
活
動
を
し

て
参
り
ま
す
。

鶴
つる

見
み

　義
よし

明
あき

①
佐
野
市
会
沢
町
５
３
６
番
地
１

②
85 

―
３
６
８
７

③
私
た
ち
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
う
ち
、
回
答
者
の
75
％
の
方

が「
今
の
暮
ら
し
に
不
安
が
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
の
は
地
方
自
治
体
と

し
て
の
責
務
で
す
。
先
の
見
え
な

い
大
型
開
発
事
業
よ
り
、
市
民
の

く
ら
し
・
福
祉
優
先
の
市
政
実
現

の
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

山
やま

菅
すげ

　直
なお

己
み

①
佐
野
市
葛
生
西
三
丁
目
１
２
番
７
号

②
85 

―
２
６
４
５

③「
人
」
づ
く
り
、「
夢
」
の
も
て

る
街
づ
く
り
、「
心
」
の
か
よ
い

あ
え
る
街
づ
く
り
の
た
め
に　
　

㈠
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
街

㈡
青
少
年
を
健
全
に
育
成
で
き
る
街

㈢
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街

㈣�

地
域
産
業
の
活
力
あ
る
街
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

春
はる

山
やま

　敏
とし

明
あき

①
佐
野
市
赤
坂
町
６
５
番
地
４

②
24 

―
０
３
７
４

③
13
年
先
、
本
市
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
本
市
は
、
13
年
先
ま
で
に
渡

る
最
上
位
の
計
画「
第
２
次
佐
野

市
総
合
計
画
」創
り
を
目
指
す
最

終
年
度
と
し
て
い
ま
す
。
喫
緊
の

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
や

ミ
サ
イ
ル
へ
の
備
え
も
必
要
に
な

る
の
か
。
困
惑
混
迷
を
増
す
時
代

に
思
う
。

高
たか

橋
はし

　　功
いさお

①
佐
野
市
仙
波
町
２
８
４
５
番
地

②
85 

―
３
０
５
４

③
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
誰
も
が

夢
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
し
て
行

け
る
郷
土
を
創
造
す
る
た
め
、㈠

環
境
・
自
然
の
保
全
。
㈡
子
育
て
・

教
育
・
医
療
の
充
実
。
㈢
定
住
の

促
進
と
空
き
家
対
策
。
㈣
中
山
間

地
域
活
性
化
。
㈤
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
等
を
推
進
し
、元
気
な
佐
野

市
を
め
ざ
し
て
全
力
で
取
り
組
み

ま
す
。

久
く

保
ぼ

　貴
たか

洋
ひろ

①
佐
野
市
閑
馬
町
１
６
６
９
番
地

②
65 

―
０
３
１
０

③
私
は「
市
民
の
声
を
市
政
へ
」を

モ
ッ
ト
ー
に
㈠
満
足
度
日
本
一
、

活
力
・
優
し
さ
・
魅
力
あ
る
佐
野

市
づ
く
り
㈡
中
山
間
地
域
と
都
市

の
交
流
促
進
で
活
性
化
㈢
観
光
政

策
で
他
市
と
連
携
、
提
案
提
言
を

行
い
、
情
報
発
信
㈣
全
世
代
の
健

康
増
進
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

岡
おか

村
むら

　恵
けい

子
こ

①
佐
野
市
富
岡
町
１
３
８
番
地
２

②
24 

―
２
７
３
８

③「
く
ら
し
と
い
の
ち
を
守
る
市

政
実
現
」に
む
け
全
力
を
尽
く
し

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
、
安
心
で
き
る
介
護
保
険
、

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
窓
口
無

料
化
、
子
育
て
支
援
で
は
保
育
料

や
教
育
費
の
負
担
軽
減
、
高
校
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
窓
口
無
料
化

な
ど
公
約
実
現
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

井
い

川
がわ

　克
かつ

彦
ひこ

①
佐
野
市
植
野
町
２
１
３
８
番
地
１
１

②
24 

―
２
８
４
０

③
佐
野
市
の
新
し
い
方
針
の
最
上

位
に
置
か
れ
た
定
住
促
進
。
交
流

拠
点
都
市
の
魅
力
を
生
か
し
従
業

員
も
含
め
た
企
業
誘
致
や
固
定
資

産
税
の
軽
減
、魅
力
あ
る
子
育
て

環
境
と
文
化
教
育
の
質
の
向
上
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
、高
齢
者

に
優
し
い
公
共
交
通
の
拡
充
な
ど

佐
野
の
魅
力
づ
く
り
に
邁
進
致
し

ま
す
。

篠
しの

原
はら

　一
かず

世
よ

①
佐
野
市
下
羽
田
町
１
０
３
１
番
地
３

②
22 

―
６
０
１
７

③
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
抑
制
策

と
し
て
定
住
促
進
を
推
進
テ
ー
マ

に
掲
げ
た
事
は
、
時
宜
を
得
た
政

策
で
あ
り
、
対
応
策
と
し
て
雇
用

の
様
々
な
選
択
肢
、
子
育
て
支
援

の
拡
充
、
大
学
ま
で
の
学
費
無
料

化
等
、
産
学
官
連
携
で
佐
野
市
の

未
来
を
構
想
す
る
事
が
必
要
と
考

え
る
。

飯
いい

田
だ

　昌
まさ

弘
ひろ

①
佐
野
市
堀
米
町
８
１
番
地
７

②
22 

―
８
５
２
３

③
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
到

来
で
、
扶
助
費
の
増
加
や
一
般
財

源
の
減
少
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
安

定
し
た
仕
事
や
新
し
い
人
の
流
れ

を
創
出
し
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
、
高
齢

者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

を
め
ざ
し
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
投
球
い
た
し
ま
す
。
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議会運営委員会議会運営委員会 【所管事項】
議会の運営に関する事項、議会の会議規則、委員会に関する条例等に
関する事項、議長の諮問に関する事項

建設常任委員会建設常任委員会 【所管事項】
都市建設部及び水道局の所管に属する事項

経済文教常任委員会経済文教常任委員会 【所管事項】
産業文化部、観光スポーツ部、教育委員会及び農業委員会の所管に
属する事項

新しい委員が決まりました（◎は委員長、◯は副委員長）

会　長　篠原　一世　　幹事長　井川　克彦　　副幹事長　川嶋　嘉一
政調会長　小暮　博志　　会　計　亀山　春夫　　副 会 計　慶野　常夫
顧　問　山菅　直己

代　表　若田部治彦　　木村　久雄　　菅原　　達　　本郷　淳一

代　表　春山　敏明　　田所　良夫　　横田　　誠　　横井　帝之

会　長　飯田　昌弘　　高橋　　功　　鈴木　靖宏
会　計　久保　貴洋

代　表　鶴見　義明　　岡村　恵子

金子　保利　　小倉　健一　　早川　貴光

総務常任委員会総務常任委員会
（6人）（6人）

◎久保　貴洋 ○慶野　常夫 金子　保利 若田部治彦
　小暮　博志 　横井　帝之

【所管事項】総合政策部（国民健康保険税に係る部分を除く）、行政経営部、
会計課、消防本部、監査委員、選挙管理委員会及び公平委員会の所管に
属する事項並びに他の常任委員会の所管に属しない事項

◎木村　久雄 ○小倉　健一 春山　敏明 岡村　恵子
　山菅　直己 　鈴木　靖宏

◎川嶋　嘉一 ○横田　　誠 　本郷　淳一 高橋　　功
　鶴見　義明 　篠原　一世

◎田所　良夫 ○亀山　春夫 井川　克彦 飯田　昌弘
　菅原　　達 　早川　貴光

◎小暮　博志 ○横井　帝之 高橋　　功 岡村　恵子
　篠原　一世 　川嶋　嘉一 木村　久雄

厚生常任委員会厚生常任委員会 【所管事項】
総合政策部(国民健康保険税に係る部分に限る)、市民生活部、こども福
祉部及び健康医療部の所管に属する事項

会派の構成会派の構成
政 友 み ら い

公 明 党 議 員 会

新　　　　　　風

蒼　　生　　会

日本共産党議員団

会派に属さない議員

（6人）（6人）

（6人）（6人）

（6人）（6人）

（7人）（7人）
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本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

http://www.city.sano.lg.jp/gikai/　ホームページにおいて、本会議の会議録をご覧になれます。

　

本
号
は
、
改
選
後
の
臨
時
の

議
会
だ
よ
り
と
な
っ
て
お
り
、

議
員
の
抱
負
と
臨
時
議
会
の
結

果
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

正
・
副
議
長
の
選
出
を
は
じ

め
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運

営
委
員
会
の
委
員
も
決
ま
り
、

市
議
会
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
編
集
委
員
会
も
新
た

な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
ご
愛

読
し
て
い
た
だ

け
る
議
会
だ
よ

り
の
編
集
に
努

め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
小
暮
博
志
）

【
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　

小　

暮　

博　

志

　

委　

員　

久　

保　

貴　

洋

　

委　

員　

木　

村　

久　

雄

　

委　

員　

川　

嶋　

嘉　

一

　

委　

員　

田　

所　

良　

夫

【
議
会
事
務
局
】
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３
０
３
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４
４
１
１

あ
と
が
き

　5月臨時会は5月11日（木）に行われました。審議された議案等とその結果は次のとおりです。

平成29年第2回佐野市議会臨時会　審議された議案等と結果

議案番号等 件　名　（内　容） 議決結果等

議長の選挙について 当選決定 ―

副議長の選挙について 当選決定 ―

常任委員及び議会運営委員の選任について 選任 ―

佐野地区衛生施設組合議会議員の選挙について 当選決定 ―

栃木県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 当選決定 ―

議員案第 ２号 佐野市議会会議規則の改正について（議員の議案の提出及び修正の動議を行う場合
の機関意思決定議案に対する賛成者の数を改めるための改正） 原案可決 全会一致

議員案第 ３号 佐野市議会委員会条例の改正について（資格審査特別委員会及び懲罰特別委員会の
委員の定数を改めるための改正） 原案可決 全会一致

報告第   １号 市長の専決処分事項報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 報告 ―

議案第 44 号 市長の専決処分事項承認について（佐野市税条例の改正） 承認 全会一致

議案第 45 号 市長の専決処分事項承認について（佐野市都市計画税条例の改正） 承認 全会一致

議案第 46 号 市長の専決処分事項承認について（佐野市国民健康保険税条例の改正） 承認 全会一致

議案第 47 号 市長の専決処分事項承認について（佐野市特定教育･保育施設及び特定地域型保育事
業の保育料等に関する条例の改正） 承認 全会一致

議案第 48 号 市長の専決処分事項承認について（平成28年度佐野市一般会計補正予算（第７号）
（歳入歳出予算の総額にそれぞれ27,334千円を追加）） 承認 全会一致

議案第 49 号 市長の専決処分事項承認について（佐野市文化施設の指定管理者の指定） 承認 全会一致

議案第 50 号 市長の専決処分事項承認について（佐野駅前交流プラザの指定管理者の指定） 承認 全会一致

議案第 51 号 教育長の任命について（岩上日出男氏を任命） 任命同意 全会一致

議案第 52 号 教育委員会委員の任命について（駒形忠晴氏の任期満了により後任者に同氏を任命） 任命同意 全会一致

議案第 53 号 監査委員の選任について（栢島和男氏の任期満了により後任者に篠原偉治氏を選任） 選任同意 全会一致

議案第 54 号 公平委員会委員の選任について（清水武治氏の任期満了により後任者に同氏を選任） 選任同意 全会一致

議案第 55 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（田澤知行氏の任期満了により後任者
に同氏を選任） 選任同意 全会一致

議案第 56 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（福田文子氏の任期満了により後任者
に同氏を選任） 選任同意 全会一致

議案第 57 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（田沼穰氏の任期満了により後任者に
大橋國男氏を選任） 選任同意 全会一致

議案第 58 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（中里博行氏の任期満了により後任者
に栗原典子氏を選任） 選任同意 全会一致

議案第 59 号 平成29年度佐野市一般会計補正予算（第１号）（歳入歳出予算の総額にそれぞれ
7,884千円を追加） 原案可決 全会一致

議会からこんにちは　2017.6.1 ⑥


